職種：エンジニア（アプリ開発）　　職務：プログラミング
【概要】

コンテンツ企画に合わせてモバイルアプリを開発する
【仕事の内容】

ゲームやユーティリティなどのモバイルアプリやホーム画面に設置するウィジェット等を、プログラミング言語を用いて開発する仕事である。

ターゲットとなるＯＳによって使用する言語や環境が異なる。
【求められる経験・能力】

（1） 大学や専門学校でコンピュータ教育を受けた経験、プログラミングのスキルが必須である。入職にあたって免許や資格は特に必要ないが、情報処理技術者の資格があると有利である。
（2） レイアウトなどの記述に使われるためＸＭＬに関する知識が必要である。
（3） サーバーと接続するアプリを作成する場合はプロトコルとしてＨＴＴＰＳを使うことが多いため、ＨＴＴＰおよびＴＳＬに関する知識は必須である。
（4） サーバーとやり取りする場合はデータフォーマットとしてＪＳＯＮの読み書きを行うため、それに関する知識が必要である。
（5） プログラムに関する幅広い知識を習得するには、集中力と柔軟な思考力が求められる。また、目標となるモデルを具現化するために複数の手段が考えられるため、最善策を導き出す論理力や手順を一つ一つ正確に組み立てていく細やかな対応が求められる。
（6） 開発したプログラムにおける不具合などの緊急対応や納期の関係から、プログラミングに関する能力に加え、根気強さも必要である。

【関連する資格・検定等】

・ウェブデザイン技能検定１級・２級・３級〔厚生労働省 職業能力開発促進法（国家検定）〕

［指定試験機関：特定非営利活動法人 インターネットスキル認定普及協会］

・ 基本情報技術者試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

・ 応用情報技術者試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

・ システムアーキテクト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

・ ネットワークスペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

・ データベーススペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

・ 情報セキュリティスペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

・ 人間中心設計（ＨＣＤ）専門家資格認定制度［特定非営利活動法人 人間中心設計推進機構］
・ ＬＰＩＣ ［特定非営利活動法人 エルピーアイジャパン］

・ Android™アプリケーション技術者認定試験 [一般社団法人 IT 職業能力支援機構
Android 技術者認定試験制度委員会]（Android は Google 
Inc. の商標です。）
【労働省職業分類（小分類）との対応】

１０２ システム設計技術者

１０４ ソフトウェア開発技術者
【参考：ＩＴスキル標準［独立行政法人 情報処理推進機構〕のキャリアフレームワークとの対応】

・アプリケーションスペシャリストに相当する。

